プリシラの役割 ホーソーンの思想を完成に導いた最後の役割 by 笠原 慎一朗
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ホーソーン （Nathaniel Hawthorne, 1804-64） の作品では、願望の追求と現実
の対立が繰り返されてきた。この対立は『緋文字』 （The Scarlet Letter, 1850） 
以降、『七破風の屋敷』 （The House of the Seven Gables, 1851） を通して変化が
始まり、『ブライズデイル・ロマンス』 （The Blithedale Romance, 1852）で終わっ
たという観点で考察した。
『緋文字』では、ロジャー・チリングワース （Roger Chillingworth） が、他
の登場人物たちに現実を受け入れさせる役割を果たした。『七破風の屋敷』
ではヘプジバー・ピンチョン （Hepzibah Pyncheon） がその役割を担った。『ブ
ライズデイル・ロマンス』ではプリシラ （Priscilla） が、最後にその役割を果
たした。彼らの役割は他の登場人物たちに現実へ向かわせることであった。
そう描くことでホーソーン自身が現実と向き合う覚悟を決めた。
本論では、チリングワースとヘプジバーの役割を考えながら、プリシラの
役割がどのように作品のなかで描かれ、願望の追求と現実の戦いを終わらせ
たのか分析する。
1?????????????――?????
ホーソーンは『緋文字』以前の作品で願望の追求と現実の戦いをよく描
いた。「鉄石の男」（“The Man of Adamant”, 1837） のリチャード・ディグビー 
（Richard Digby） は、狂信的なまでに自分の考えに凝り固まった。そして
その考えに従った結果、最後は石になってしまう。「痣」（“The Birthmark”, 
1843） のエイルマー （Aylmer） は、自分の妻の頬にある一つの痣が気になる。
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それを取ろうと科学の研究に没頭する。やがて痣を取ることに成功するが、
妻を死なせてしまう。「イーサン・ブランド」（“Ethan Brand”, 1850） のイー
サン・ブランドもまた他人の心に許されざる罪を探すという邪悪な願望を追
求し、その結果、自分の心のなかにそれを見つけて破滅する。
ホーソーンの描く世界では、願望を追求する者は現実が見えなくなる。エ
イルマーは、その典型である。文句のつけようのない妻がいて、現実の生活
は幸せなのに、一つの願望にとりつかれることで、現実の幸せがすべて見え
なくなってしまう。
ホーソーンにとって、願望の追求と現実の問題で見逃すことができないの
は、黒髪の女性と金髪の女性の考え方の違いである 1。『緋文字』のヘスタ 
（Hester Prynne）、『ブライズデイル・ロマンス』のゼノウビア （Zenobia）、『大
理石の牧神』のミリアム （Miriam） は、黒髪の女性たちである。彼女たちは、
願望を実現するために自由に行動する。現実のあり方に不満を抱けば、平気
で現実に反抗する。
黒髪の女性たちと対照的なのが、『七破風の屋敷』のフィービィ （Phoebe 
Pyncheon）、『ブライズデイル・ロマンス』のプリシラ、『大理石の牧神』の
ヒルダ （Hilda） といった金髪の女性たちである。彼女たちは、現実を受け入
れて生きる。家庭的で、結婚すれば夫を影で支える良き妻になる。ホーソー
ンの作品では、黒髪の女性と金髪の女性は共存できない。
ホーソーンの描く世界では、願望を抱くという行為自体が、家庭的な家庭
や、それを象徴する家庭的な女性とは、共存できないように描かれている。
願望を追い求める者が、家庭的な女性と一緒になるには、その願望を捨てな
くてはいけない。あるいは、エイルマーのように願望を抱くことで、家庭的
な女性を消滅させてしまう場合もある。
『緋文字』で、チリングワースは温かい家庭を心から望んでいた。チリン
グワースは人間の心を観察し、その人間がどういう性質の人間か正確に見抜
くことができた。ヘスタが家庭におさまるような女性ではないことぐらい見
抜けたはずだ。それなのになぜか結婚相手にヘスタを選ぶ。
チリングワースは、黒髪の女性、ヘスタの抗いがたい魅力に引き寄せられ
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てしまい、結婚したのだと思われる。黒髪の女性の外見に引き寄せられたの
と同時に、現実に縛られずに生きるその生き方にも引き寄せられたのだ。チ
リングワースにはヘスタのような自由で、情熱的な感情はない。あるのは感
情では左右されない冷静さと、現実をしっかりと見据える心である。ヘスタ
のように現実という枠を壊し、好き勝手に行動するという発想はない。その
ため自分にはないそういう発想をもっている女性に魅力を感じたのではない
だろうか。黒髪の女性と結婚した結果、その女性に姦通の罪を犯されてしま
い、チリングワースは不幸になる。
ディムズデイル牧師 （Arthur Dimmesdale） はホーソーンの分身であると思
われる 2。ディムズデイルは、ヘスタと姦通の罪を犯してしまう。この二人
にとっての現実とは、姦通の罪を犯したという事実である。しかし罪を捨て
去り、新天地で苦悩のない生活を送りたいという願望を追求しようとする。
チリングワースもディムズデイルも、黒髪の女性に惹かれることで、人生
を狂わせている。しかし彼らが黒髪の女性に引き寄せられたのは、ホーソー
ンの願望の表れでもあった。ホーソーンは、黒髪の女性に近づくことが危険
だと知りつつ黒髪の女性に魅力を感じていたのだ 3。
ディムズデイルは、チリングワースに心を見つめられることで、目を背け
ている現実を突きつけられ、苦悩する。現実から逃げようとしているディム
ズデイルの心をただ見つめるだけで、復讐をすることができた。
作者が物語のなかでチリングワースに与えた役割は、ディムズデイルに現
実を突きつけることであった。チリングワースの復讐は、ディムズデイルに
自分の罪という現実を見つめる方向に追い詰めていった。これによってディ
ムズデイルは現実を受け入れることの必要性に気づいたのだと思われる。そ
れまでは罪を犯した現実から逃げたいという気持ちと、その現実を素直に受
け入れて、真実を人々にさらけ出したいという思いが混在していた。真実を
さらけ出したいという願望をもちながらも、神や宗教に反することをしたと
いう恥ずべき現実に直面することから目を背けていた。しかしチリングワー
スの復讐により、真実をさらけ出し、罪を犯したという現実を受け入れる覚
悟をもつ。現実を受け入れたディムズデイルに、チリングワースはもはや何
−34−
の力も行使できなくなる。現実を受け入れたことで心の苦しみから解放され、
心安らかに死んでいく。
ヘスタは、愛するディムズデイルがチリングワースに苦しめられるのを救
おうとしていた時は、現実に抗い続けていた。ディムズデイルと一緒に罪を
捨て、逃げようと考えていたからだ。それは現実から逃げ、願望を追い求め
る行為であった。しかし、ディムズデイルが罪を受け入れ、安らかに亡くな
るのを見て、ヘスタも罪を受け入れる覚悟を決める。
チリングワースがディムズデイルを現実と向き合わせ、現実と向き合った
ディムズデイルの姿を見たヘスタも現実と向き合った。しかし最後になって
ヘスタは、不確かな態度を示す。悩みを相談に来た女性たちに、遠い未来に
は、今の現状は改善されるという理想を述べている。現実を受け入れながら
も自分の願望である理想を信じている。『緋文字』を書いた時のホーソーン
は現実を受け入れて生きる覚悟は完全にはできてはいなかった。
2?????????????――????????
『七破風の屋敷』のヘプジバーは、親切な気持から屋敷の離れをホールグ
レイヴ （Holgrave） という青年にただで貸す。ホールグレイヴは自分の信じ
る理想を追求し、現実に抗って生きていた。
やがてヘプジバーの従妹のフィービィが七破風の屋敷に来る。母親が再婚
をすることになり、しばらくの間、従姉の家に滞在するのが良いだろうとい
うことになったのだ。ヘプジバーは、経済的に他人を養う余裕はない。しかし、
ここでも親切心を発揮して迎え入れる。現実的な考え方をもっているフィー
ビィは、生活のための糧を稼ぐことができる能力があった。ヘプジバーは
フィービィにそんな能力があるとは知らなかった。ヘプジバーは生活費を稼
ぐために、屋敷の一部を店にしていた。店の経営はうまくいってはいなかっ
た。しかしフィービィが店を切り盛りするようになると繁盛した。ホーソー
ンはヘプジバーが、現実的な考え方の人間を引き寄せるように描いている。
そして現実的な人物が世間と交わる労働を通して生活費を稼ぐという形を演
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出している。
ヘプジバーの先祖は落ちぶれてくると、初代の先祖がどこかにしまってあ
る広大な土地の所有権を示す証書を探そうとする。現実的な仕事をして生活
をしようとは考えない。行方知れずの証文という空想にすがった。七破風の
屋敷の住人はそうやって何代も非現実的な空想にとりつかれてきた。ヘプジ
バーもまた現実的な生き方を考えられないところがあった。フィービィが来
る前は、店がうまく経営できないことから、絶望するあまり、大きな幸運が
舞い込んできて、生活に困らない大きな資産が手に入らないだろうかと空し
い空想をした。そんな時に、フィービィがやってきた。それにより非現実的
な妄想にとりつかれてきた一族が、現実的な生き方をしていく方向に変わっ
ていく。ホーソーンは、ヘプジバーが、フィービィを受け入れることで、そ
の道を作るきっかけとした。
やがてフィービィは、ホールグレイヴのことを知る。現実的で、社会の法
の範囲内で行動していたフィービィから見るとこの青年の反社会的な活動は
危険なものに見えた。そのためホールグレイヴに家から出て行ってもらった
ほうがいいのではないかとヘプジバーに言う。ヘプジバーも、時々、ホール
グレイヴに出て行ってもらった方がいいのではないかと思う時もあった。し
かし、特に根拠があったわけではないが、ホールグレイヴのことを高く評価
していたため、屋敷に滞在することを許した。
ホールグレイヴは、世間のこともよく知っていた。反社会的な活動を除け
ば、生き方や考え方は現実的であった。ヘプジバーが店を出して仕事をしよ
うとしている時も、ホールグレイヴは、彼女が現実的に仕事をし、生活費を
稼ごうとしていることを褒めている。しかし、彼は現実的でありながらも、
同時に自分の願望に固執した。ホールグレイヴはホーソーンの分身であった
ため、ホーソーンが心に抱えていた願望の追求と現実の対立という問題を抱
えている。
ホールグレイヴがホーソーンの分身であると思われる理由はいくつかあ
る。ホーソーンは、ホールグレイヴのことを芸術家（Artist）とたびたび表
現している。これは芸術家であるホーソーンと共通している。しかもヘプジ
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バーの先祖であるアリス・ピンチョン （Alice Pyncheon） の伝記物語を書くと
いう作家のようなこともしている。そしてホーソーンが興味をもっている人
間の心の真実を銀板写真という技術を使って正確に映し出してもいる。さら
には催眠術を使い人間の心のなかにも侵入している。人間の心のなかに侵入
する行為は罪なことだと思いながらもホーソーンが興味をもっていたこと
だ。ただし、ホーソーンは、ホールグレイヴには、人間の心の神聖さを汚す
という一線は越えさせないようにしている 4。
少しずつ時間をかけて、フィービィはホールグレイヴの良さを理解する。
やがて二人は恋に落ちる。フィービィと恋に落ちたホールグレイヴは、自分
の願望を捨て、現実の社会にそって生きる気持ちになる。
この二人が出会うきっかけを作ったのは、ヘプジバーである。ヘプジバー
がもしホールグレイヴを表面的な印象だけで、判断していたら、彼は七破風
の屋敷に滞在することはなかった。そうなればフィービィとホールグレイヴ
が出会うことはなかった。ヘプジバーは、チリングワースのように、ホーソー
ンの分身に現実と向き合わせる役割を果たした。
しかしホーソーンは、『緋文字』や『七破風の屋敷』を通しても完全に現
実に向き合うことはできなかった。ヘスタは黒髪の女性らしく罪を捨てると
いう願望を捨てきれてはいない。『七破風の屋敷』では、黒髪の女性が出て
こない。黒髪の女性を登場させれば金髪の女性との価値観の違いによる対立
が生まれる。対立が起これば、金髪の女性の生き方を肯定しているホーソー
ンとしては黒髪の女性の生き方の方を否定しなければならない。しかし、そ
こまでしてしまう覚悟がホーソーンにはまだなかった。黒髪の女性への未練
があったからだ。理想を抱き続ける黒髪の女性は、ヘスタのような強い生命
力をもって作者の心のなかに温存されていた。
しかし、ホーソーンは年を取り、確実に現実的に生きる方向に向かってい
た。多くの作品で書き続けてきた願望の追求と現実の対立に少しずつ決着が
つき始めていた。そして『ブライズデイル・ロマンス』で、願望の追求をし、
現実的な生き方に最も大きな脅威を与える黒髪の女性への未練を完全に断ち
切るために、ホーソーンはプリシラを用意した。しかし、プリシラは、とて
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も弱く、存在感のない少女であった。
3??????
『ブライズデイル・ロマンス』にはウェスターベルト教授 （Westervelt） と
いうどこか人工的な美しさをもった男が出てくる。作り物の美しさが、現実
世界に反するような意味合いを感じさせる。催眠術という自然の流れに反し、
強引に人間の心のなかに侵入し、相手の心を支配するという邪悪な行為は、
胡散臭い作りものの美しさに表れている。チリングワースが、人間の心のな
かに侵入するという邪悪な行為を続けた結果、その容貌が邪悪になったのと
同じ理屈ではないかと思われる 5。
しかし、チリングワースと違っていることは、ウェスターベルト教授は黒
髪の女性を完全に支配し、苦悩を与える力をもっていることだ。チリング
ワースは黒髪の女性であるヘスタに対して直接的な力はもってはいなかっ
た。ディムズデイルを苦しめることで、ヘスタに苦悩を与えることしかでき
なかった。ヘスタはディムズデイルのことをとても愛していたから、ディム
ズデイルの苦悩している姿を見ることで、悲しみ、苦悩したのである。
最後の長編『大理石の牧神』でも、得体の知れない邪悪な人物であるカプ
チン僧（Capuchin）は、黒髪の女性、ミリアムを苦しめる力をもっている。
ヘスタが誰の圧力にも屈しない強さがあったのに比べると大きな違いであ
る。黒髪の女性にヘスタのような強さを与えなかったことで、ホーソーンは
黒髪の女性を破滅に追い込みやすくした。
ウェスターベルト教授は、プリシラのことをゼノウビアに“She will 
plague you, then, … in more ways than one.”6 （III, 104）と言う。この予言は後
に的中する。ただ不思議なのは、ゼノウビアやプリシラを細かく観察し、そ
の性質を詮索したカヴァデイル（Miles Coverdale）が、そのことを予言しな
かったということである。カヴァデイルは語り手であるだけに正確に真実を
見つめている。特に、ホリングズワースやプリシラとの関係から生じるゼノ
ウビアの心の動きを的確に見ている。その観察力や洞察力はすぐれている。
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語り手として、ゼノウビアがプリシラの存在によって苦しめられるようにな
ることはわかっていても良かったはずだ。
しかしホーソーンはカヴァデイルには、そのことを予言させたくはなかっ
た。カヴァデイルは、芸術家であり、ホーソーンが興味をもっている人間観
察をよく行っている。そのためホーソーンの分身であると思われる。そのカ
ヴァデイルが予言したら、ホーソーン自身が黒髪の女性の苦悩に関わったこ
とになってしまう。
『大理石の牧神』でも黒髪の女性とは関わりたくはないホーソーンの気持
ちが描かれている。ホーソーンの分身ではないかと思われる彫刻家のケニヨ
ン （Kenyon） は、ミリアムから心の苦しみについて相談されそうになると、
無意識的にそれを拒絶する態度を示す。黒髪の女性の心の奥にある悩みに関
われば、危険に巻き込まれると心のどこかで直感的に感じたのだ。ホーソー
ンは、黒髪の女性の心の内奥にある問題に少しでも関わることを恐れた。関
わったら破滅するのではないかと恐れていた。『大理石の牧神』のドナテロ
もあれほど陽気な若者であったのに、黒髪の女性、ミリアムに関わったため
に陰鬱で暗い青年になってしまった 7。『緋文字』でのチリングワースやディ
ムズデイルの失敗を踏まえ、ホーソーンは自分の性格に近い人物は黒髪の女
性から遠ざけている。
ウェスターベルト教授がどんな深い意味を込めてプリシラがゼノウビアを
苦しめるようになると予言したのかは定かではない。ゼノウビアのホリング
ズワース（Hollingsworth）への恋を見抜いていたウェスターベルト教授が、
ホリングズワースの気持ちがプリシラへ移っていくことを予言して言ったと
も考えられる。しかし私はゼノウビアのように願望を自由にもち、情熱的に
生きる生き方とプリシラのように現実を受け入れ、保守的に生きる生き方の
対立を予言していたとも推測できる。
プリシラは、自然の流れに身を任せ、現実にそくして行動していたに過ぎ
ない。現実に逆らわないその生き方は、それだけで願望を追い求め、現実に
逆らって生きるゼノウビアを苛立たせた。その苛立ちはゼノウビアの欠点を
浮き彫りにする。
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あの予言は徐々に、価値観の違いによる対立の様相を呈するようになる。
4?????????
ホーソーンの描く理想主義者には、周りとの調和を無用に乱す者たちが出
てくる 8。ホリングズワースは、自分の理想である犯罪者の更正施設を作り、
犯罪者を更生させるという理想を追い求めていた。彼は、自分の理想を非常
にすばらしいものだと思い込んでいただけでなく、それを友人にも押し付け
ようとした。ホリングズワースは、カヴァデイルにも理想実現のための計画
に参加させようとした。カヴァデイルが断るとホリングズワースは不快感を
露わにし、理想を共にできないなら友達でいることもできないと言った。
ゼノウビアは、時々、プリシラのことを軽蔑し、心を傷つける 9。ゼノウ
ビアは、プリシラを見るとなぜかいらいらさせられた。その感情が人前でも
表われた。ゼノウビアは、プリシラが青白い顔をして、不健康に見える理由を、
育った環境に原因があるとカヴァデイルに話した。その話し方には軽蔑が込
められていた。それを感じたプリシラは深く悲しんだ。ゼノウビアは、同性
に対して軽蔑的になるところがあった。
ある時、ゼノウビアは女性の権利を向上させ、活動の自由を与えるべきだ
と主張した。その話しを聞いたカヴァデイルは、国の統治を女性に任せてし
まった方が世の中は良くなるだろうと言い、そうなれば喜んで女性の支配者
の前に跪こうと言った。それを聞いたゼノウビアは笑いながら、“Yes; if she 
were young and beautiful,… But how if she were sixty, and a fright?” （III, 121） と
言う。それを聞いたカヴァデイルは、 “… It is you that rate womanhood low,” 
（III, 121） と言って、ゼノウビアを批判した。
女性の権利を向上させるべきだというゼノウビアとカヴァデイルの考え
にプリシラは非難を込めて “I cannot think that this is true, … And I am sure I do 
not wish it to be true!” （III, 122） と言った。さらにプリシラはホリングズワー
スに、ゼノウビアとカヴァデイルの言ったことは正しいことなのかどうか聞
いた。ホリングズワースはゼノウビアとカヴァデイルの言っていることは全
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くの間違いであると言った。そしてことごとくゼノウビアの言った主張を否
定した。カヴァデイルは、当然、ゼノウビアが反論するものと期待した。し
かし、反論はしなかった。これはカヴァデイルを失望させた。
ゼノウビアは、ホリングズワースの前で自分の持論を引っ込めてしまう。
しかも自分の信念を曲げるようなことさえ言った。彼女はホリングズワース
のことを愛していた。そのため、持論を引っ込めてしまったと考えることも
できる。しかし愛してもいないウェスターベルト教授にも弱かったのだ。そ
う考えるとやはり相手によって態度を変える欠点があったのだと思われる。
カヴァデイルは、ゼノウビアが過去に辛い経験をし、そのことが女権拡張
の思想をもつようになったきっかけではないかと考えている。ヘスタもまた
辛い経験を通して、それが原動力になり、未来への理想を抱くようになる。
しかし、この二人は、辛い経験をした後の心の成長は明らかに違っている。
ヘスタは、辛い経験をしたぶん、他人の心の痛みを理解した。苦悩を抱えた
女性たちや社会的弱者に心から親切にした。たとえ、親切にした貧しい人た
ちから侮辱的な言葉を浴びせられても態度を変えなかった。しかしゼノウビ
アは、傲慢 10 でヘスタのような優しさはなかった。『ブライズデイル・ロマ
ンス』以降、黒髪の女性が時として示す他人を軽蔑する特徴は、『大理石の
牧神』でも見られる。ミリアムも、ドナテロ （Donatello） の無垢なまでの単
純さを心のどこかで小馬鹿にし、軽蔑している。
ブライズデイル共同体の人々が、仮装パーティーをやっている時、ゼノウ
ビアとホリングズワースとプリシラは模擬裁判をやっていた。これは、ゼノ
ウビアの提案でしたことであった。プリシラがいることでゼノウビアの役柄
は悲しむべきものになった。模擬裁判をやっている場面に偶然出くわしたカ
ヴァデイルは、彼らがいったい何をやっているのかわからなかった。しかし
ゼノウビアは裁判にかけられた魔法使いのように見え、プリシラは魔法使い
によって被害を受けた哀れな犠牲者に見え、ホリングズワースは、魔女に無
慈悲な判決を下す判事に見えたのである。プリシラの弱々しい姿と比較され
ると、ゼノウビアの高慢さが余計に際立ってしまう。それはゼノウビアの悪
いイメージとなって他人に伝わるのである。プリシラがそばにいるだけで、
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ゼノウビアは悪者になってしまう。しかもホリングズワースがゼノウビアを
裁き、滅ぼすような構図が比喩的に描かれている。
プリシラが登場することで、ゼノウビアとホリングズワースの関係が崩壊
するのは自然なことであった。彼が安らぎを得ることができる女性は、プリ
シラのような女性であったからだ。いくら愛する人の前で持論を引っ込めて
しまうとはいえ、ゼノウビアの信念は女権拡張 11 にある。ホリングズワース
のように男性中心的な考え方の人間には、到底受け入れられるものではない。
プリシラは、男性に従順で、将来家庭的な女性になる見込みのある少女であっ
た。ホリングズワースにとってより好都合な女性の登場で、ホリングズワー
スはゼノウビアとプリシラを比べてしまっていたのではないだろうか。比べ
てしまえば、必然的にゼノウビアの生き方や考え方が際立ち、これまで以上
に不愉快なものに見えてきたのだと思われる。ホリングズワースの価値観か
ら見た上でのゼノウビアの女性らしくないところが次から次へと目に付いた
のだ。ホリングズワースがゼノウビアから離れていく要因の一つにそれは数
えられるのではないか。家庭的ではない黒髪の女性、ゼノウビアの考え方や
生き方が、金髪の女性、プリシラと比較されることで否定されたのだ。
ゼノウビアを拒絶して死に追いやるのはホリングズワースである。つまり
ホーソーンからは程遠い性格の男が黒髪の女性を滅ぼす。これにより、ホー
ソーンが黒髪の女性を滅ぼすのに関与してはいないように描ける。むしろ
ホーソーンの分身であるカヴァデイルは悲しんでいるゼノウビアの気持ちを
慰めようとしている。最後まで良い人でいようとする。
ゼノウビアがホリングズワースに捨てられ、悲しんでいる時に、カヴァデ
イルは、彼女に“Can I do you any service?” （III, 225）と聞いた。ゼノウビア
は“Very little,” （III, 225）と言った。ゼノウビアはカヴァデイルに心の内奥
の苦しみを語り、心の底から頼ろうとはしない。そのように描くことで、ホー
ソーンは自分の分身が黒髪の女性と関わることを防いだ。
ゼノウビアは、財産の相続権を失い、それによりホリングズワースを失っ
た。ゼノウビアが財産の相続権を失ったのは、プリシラに冷たくするゼノウ
ビアをムーディー老人 （Old Moodie） が目撃してしまったからだ。ゼノウビ
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アは財産の相続権を失ってから知った事実であったのだが、プリシラはゼノ
ウビアの実の妹であった。そしてムーディー老人はゼノウビアとプリシラの
父親であったのだ。そのことをムーディー老人とプリシラは知っていたが、
ゼノウビアだけが知らなかった。ムーディー老人は、ゼノウビアが、プリシ
ラを邪険に扱うのを見て、激怒した。そして遺産相続の権利をプリシラに与
えてしまう。犯罪者の更正施設を作るための資金がほしくてたまらなかった
ホリングズワースはゼノウビアが遺産を相続できなくなったことを知って、
ゼノウビアを捨てる。愛する人に捨てられたゼノウビアは絶望し、自殺する。
プリシラと接する時に表れるゼノウビアの欠点が、自殺の真の原因を作って
しまったと考えることができる。金髪の女性、プリシラは弱々しいままで、
何もせず、黒髪の女性、ゼノウビアの欠点を暴き、ホリングズワースを通し
て、最後には黒髪の女性をホーソーンの心から完全に消す。
5????????????????????????????
プリシラは、ホリングズワースの目指す理想は、彼の目指す理想であり、
自分が首をつっこむことではないと考えていたのだと思われる。自分に与え
られた役割を心得ていて、それを超えたことは決してしようとはしない。『七
破風の屋敷』のフィービィにもそれは見られる。フィービィは、ホールグレ
イヴに愛の告白をされた時、信念を追い求めるその生き方にはついてはいけ
ないことを次のように言っている。
“You will lead me out of my own quiet path. You will make me strive to 
follow you, where it is pathless. I cannot do so. It is not my nature. I shall 
sink down, and perish!” （II, 306）
金髪の女性は、自分の資質を理解し、自分の歩むべき道を知っている。プ
リシラは自分が相続する財産をホリングズワースが理想実現のために使うこ
とに異存はない。異存はないが、それはホリングズワースが責任をもってす
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ることであり、そこにプリシラは精神的に入り込むつもりはない。プリシラ
は大人しく後に付いていくだけなのだ。そこに自分なりの考えを差し挟む必
要はないと思っている。
一方、ゼノウビアは、そのように割り切ることはできない。協力するから
には、身も心も、愛する人の心のなかに入り込む。積極的に意見を述べ、理
想を共有しようとするだろう。愛する人のために、自分の信念を曲げ、場合
によっては生き方までも変えようとする。ゼノウビアはホリングズワースに
次のように言っている。
“I was willing to realize your dream, freely–generously, as some might 
think–but, at all events, fully–and heedless though it should prove the ruin 
of my fortune.” （III, 217）
ゼノウビアはホリングズワースと理想を共有しただけでなく、人生におけ
る役割まで一緒にしてしまったのである。そのため、ホリングズワースから
の拒絶は人生そのものを拒絶されたのと同じだったのだ。しかも、ホリング
ズワースが、ゼノウビアの価値観とは正反対の価値観をもっているプリシラ
を選んだことも、ゼノウビア自身の存在の完全な否定につながったのだと思
われる。
ゼノウビアはヘスタのように、過酷な現実に直面し、愛する人を失っても、
遠い未来に理想を託し、生き続けることはできなかった。ヘスタのように愛
する人から離れて、一人で生きれるほど強くもなかった。
一度、ブライズデイルを去ったカヴァデイルは、数年後にブライズデイル
を訪れる。そしてホリングズワースに会う。遺産を相続したプリシラと結婚
していながら、ホリングズワースは犯罪者の更正施設を建ててはいなかった。
ゼノウビアの自殺に責任を感じ、かつての理想を見失っていたからだ。カヴァ
デイルはゼノウビアを死に追いやった責任はホリングズワースにあると考え
ていた。それでホリングズワースが苦しむことをわかっていながら “Up to 
this moment, … how many criminals have you reformed?” （III, 243） と嫌味を込
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めて聞く。ホリングズワースは “Not one! … Ever since we parted, I have been 
busy with a single murderer!” （III, 243） と答える。ホリングズワースは自分が
ゼノウビアを殺した殺人者であると考え、そんな自分を更正させることもで
きないのに他の人を更正させられるわけがないという現実をカヴァデイルに
示した。それを聞いてカヴァデイルはホリングズワースを許した。ホリング
ズワースは、自分の過ちに気づいていたのだ。理想の追求に捕らわれすぎて
いて、それが絶対であると思い込むあまり、自分に都合がいいように人間の
ことを考えていたことを悟ったのだろう。
理想にとりつかれていた頃のホリングズワースは、自己中心的に人間のこ
とを考えていた 12。その頃、カヴァデイルは、牛の世話をしているホリング
ズワースを見て次のように考えていた。
“Mankind, in Hollingsworth’s opinion,… is but another yoke of oxen, as 
stubborn, stupid, and sluggish, as our old Brown and Bright. He vituperates 
us aloud, and curses us in his heart, and will begin to prick us with the goad 
stick, by-and-by. But, are we his oxen?…” （III, 100）
それにゼノウビアが、自分を捨てたホリングズワースに “You know neither 
man nor woman!” （III, 219） と言い放ったのも、ホリングズワースが人間とい
うものをまるで理解していないことを示している。
プリシラがいなければホリングズワースは理想の追求をやめなかったであ
ろう。プリシラが登場しなければ、ゼノウビアは財産の相続権を失うことは
なく、ホリングズワースに捨てられることもなかった。そうなればゼノウビ
アは自殺をすることはなかった。ゼノウビアの自殺がなければ、ホリングズ
ワースは自分がいかに独り善がりになっていたのかということに気づくこと
はなかったであろう。プリシラがいたことで、ホリングズワースは自分の考
えの間違いに気づいたと言ってもいい。ここにもプリシラの役割がある。
罪の意識に苦しむホリングズワースに比べて、プリシラは罪の意識は感じ
てはいない。もちろん、プリシラは何も悪いことはしていない。それはゼ
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ノウビア自身が、プリシラに言った言葉 “You have been my evil fate; but there 
never was a babe with less strength or will to do an injury.” （III, 220） からも明ら
かである。プリシラの存在がゼノウビアの破滅の原因であることに変わりは
ないが、プリシラは人を傷つけるような人間ではない。誰に対しても悪意を
もったことはない。周りの登場人物たちがプリシラの影響を受けて勝手に考
え、行動したに過ぎない。
ゼノウビアの墓の周りで祈っている時に、カヴァデイルは、プリシラの方
を見た。ゼノウビアの死をどれだけ悲しんでいることかと心配したのだ。し
かしカヴァデイルの予想は少しばかり違っていた。そのことを次のように述
べている。
As we stood around the grave, I looked often towards Priscilla, dreading to 
see her wholly overcome with grief. And deeply grieved, in truth, she was. 
But a character, so simply constituted as hers, has room only for a single 
predominant affection. No other feeling can touch the heart’s inmost core, 
nor do it any deadly mischief. Thus, while we see that such a being responds 
to every breeze, with tremulous vibration, and imagine that she must be 
shattered by the first rude blast, we find her retaining her equilibrium amid 
shocks that might have overthrown many a sturdier frame. So with Priscilla! 
Her one possible misfortune was Hollingsworth’s unkindness; and that was 
destined never to befall her―never yet, at least―for Priscilla has not died. 
（III, 241-242） （Italics mine）
プリシラは、ゼノウビアの不幸を初めは悲しむ。しかしその後はホリング
ズワースと一緒に生活ができる幸せに満足する。心の切り替えが早い。だか
ら少しばかり薄情にも見える。『大理石の牧神』のヒルダにも同じようなこ
とが見られる。ヒルダは、ミリアムの不幸を初めは悲しむ。しかし、長くは
引きずらない。近い未来におけるケニヨンとの幸福な人生を想像し、希望に
満ちあふれる。
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『ブライズデイル・ロマンス』を書く十年ほど前に、ホーソーンは、この
世のユートピアを目指す共同体に参加していたことがあった。文明社会から
離れて自給自足の生活をし、さらに文学や芸術、学問に親しむというのがこ
の共同体の基本理念であった。ホーソーンは、この共同体で農作業などの肉
体労働と芸術活動を両立させるつもりでいた。しかも、ソフィア・ピーボ
ディー（Sophia Peabody, 1809-71）と結婚したら、この共同体に新居を作ろ
うと考えていた 13。しかしホーソーンは一年たらずで、共同体から脱退する。
肉体労働をしていると創作活動がまったくできないことを悟ったのだ 14。
ブルック・ファーム（Brook Farm）と呼ばれたその共同体を作った中心人物
はジョージ・リプリー （George Ripley, 1802-80） だった。彼の妻も熱心に、地上
でのユートピアを建設できると信じていた 15。そのため、共同体が出来て 6 年後
に財政的に運営できなくなった時のリプリー夫妻の絶望はひどいものであった。
ホーソーンは、ブルック・ファーム共同体に一度は参加したとはいえ、理
想主義に凝り固まっていたわけではない。理想の夢に心が傾きながらも、現
実についても考えていた。心には絶えず現実を見る冷静さもあった。この冷
静さは、カヴァデイルももっている。カヴァデイルもまた夢をもって共同体
に参加しながら、どこか冷めた目で共同体を見ている。ホリングズワースや
ジョージ・リプリーのように自分の信念だけが絶対だとは考えない。だから
ホリングズワース 16 のように自分の理想を他人に押しつけようとはしない。
現実的なプリシラにも、現実を直視する柔軟性があったのだと思う。だか
らホリングズワースが絶望し、自信を失っている姿を見ても、一緒になって
気落ちして、悲しい気分になることはない。それが現実であることを受け入
れ、夫が絶望している時こそ普段の何倍もの愛情で、夫を支える。プリシラ
は、ホリングズワースの理想のために嫌な思いはしない。プリシラの役割は
家庭のなかにのみあるという現実を知っているからだ。それ以外のことには
関与しない。
役割分担の概念により、金髪の女性は、黒髪の女性よりも現実的に生き、
愛する人を支えることができた。この特質こそが黒髪の女性よりも強くたく
ましく生き残れる理由であったのだと思われる。
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6????????
ホーソーンは、自分の妻のような家庭的な女性が自分にとって一番良いこ
とを知っていたし、満足もしていた。それはホーソーンが作品で描く金髪の
女性たちが自分にとっては、一番良いことを示していた 17。それでも改めて
黒髪の女性と比較することで、金髪の女性の正しさを確認し、それを作品で
証明しなければ安心できなかった。それはプリシラがゼノウビアに勝利する
形で実現した。ホリングズワースが、プリシラを結婚相手に選んだ後、絶望
のなかでゼノウビアはプリシラに “You, the victorious one!” （III, 219） と言っ
ている。ゼノウビアにとってのこの言葉の意味は、プリシラがホリングズワー
スを勝ち得たという意味であろう。しかしホーソーンにとっては、金髪の女
性が黒髪の女性に勝利したという意味なのだ。
物語の最後の方で、カヴァデイルは一度去ったブライズデイルを数年ぶり
に訪れる。そこで、プリシラが深い愛情でホリングズワースを支えているの
を見る。ホリングズワースに守られ、保護されていたプリシラが、今では意
気消沈している夫を支え、まるで保護者のようになっていた。良き家庭の妻
になったプリシラを見た後で、カヴァデイルは、読者に向かって、プリシラ
のことを愛していたことを告白する。もちろんプリシラの外見だけに恋をし
ていたわけではなく、家庭的で現実的に生きるその雰囲気にも恋をしていた
のだと思われる。
しかしなぜホーソーンは、カヴァデイルを、ホールグレイヴのように金髪
の女性と結ばれるようには描かなかったのか。確かにこのことは大きな疑問
でもある。なぜなら、ホーソーンにとって、現実にそって生きることと、温
かい家庭あるいは、温かい家庭を象徴する女性と一緒になることは必要なこ
とであったからだ。
カヴァデイルがプリシラと結婚し、温かい家庭を作ることで、現実を受け
入れて生きる生き方を不動のものにしても良かったはずだ。確かにカヴァデ
イルはそれを望んでいたと思う。しかしホーソーンはそうはさせなかった。
プリシラにしてもらわなくてはいけない役割が最後に残っていたからだ。
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ホーソーンとしては黒髪の女性を排除した後、偏狭的な理想主義者も排除
したかったのだ。ホーソーンの描く偏狭的な人物たちは、他人の気持ちなど
無視して自分の考えだけを優先させようとする。ホリングズワースは、まさ
にこれまでホーソーンが描き続けてきたそういった人物たちの集大成とも言
える人物だったのだ。ゼノウビアの死で理想を捨てざるを得なくなったホリ
ングズワースがプリシラに頼り切り、彼女の現実的な生き方に導かれる状態
に描くことで、ホーソーンは偏狭的な理想主義者の排除にも成功した。この
ように描くために、どうしてもホーソーンはホリングズワースとプリシラを
結婚させなくてはいけなかった。
危険な黒髪の女性と、嫌悪すべき理想主義者が排除された後でなら、もう
何の心配もなく、最後の長編で自分の分身と金髪の女性を一緒にさせること
ができる。そのためにカヴァデイル 18 には辛抱してもらったのである。
金髪の女性が理想主義者を現実の枠のなかに入れたことで、ホーソーンの
心のなかでは、金髪の女性の絶対的な地位が確立された。ゼノウビアはホリ
ングズワースの心を思い通りにできなかった。しかしプリシラは思い通りに
してしまったようなものなのである。
チリングワースとヘプジバーが、ホーソーンの分身たちに示した現実に
そって生きるという路線はプリシラでついに完成した。この後、ホーソーン
はもう迷うことはなかった。『大理石の牧神』では、黒髪の女性の魅力に引
き寄せられたのは、ホーソーンとは似ても似つかない単純で本能のままに生
きていたドナテロだけであった。ホーソーンの分身であるケニヨンは、黒髪
の女性に魅力を感じることはなかった。
ケニヨンもヒルダもアメリカ人であり、アメリカでは多数派のプロテスタ
ントを信仰している。いわばアメリカの既成社会に順応している。しかし、
ローマにいたヒルダは、親友の罪を知った苦悩に耐えられずカトリックに助
けを求めた。カトリックの神父に心の苦しみのすべてを打ち明け、心を晴れ
やかにした。だからといって、カトリック教徒になるつもりはない。ただど
うしようもない心の苦しみに、一度だけカトリックに助けを求めたのである。
カトリックもプロテスタントも同じ神様を崇めているのだから一度ぐらいは
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カトリックに助けを求めてもかまわないとも思っている。しかしケニヨンはヒ
ルダが一度だけとはいえ、カトリックに救いを求めたことに不安を感じる。ア
メリカ社会の現実を受け入れ、アメリカにおける多数派のプロテスタントを何
の疑いもなく受け入れていたケニヨンは、ヒルダの行為に不安を抱いた。ケ
ニヨンがそこまで既成社会に順応していることを示すことで、ホーソーンは、
自分が完全に現実を受け入れて生きる気持ちになったことを読者に示した。
しかし、ヒルダは、黒髪の女性のように芸術を理解する心があり、それでいて、
家庭的で現実的な女性であった。芸術家であるホーソーンとしてはいくら家庭
的な女性でも芸術に理解がない女性では困る 19。最後の長編になって、金髪
の女性はホーソーンの妻の分身となった。黒髪の女性も理想主義者も消えた
おかげで、ホーソーンは何の心配もなく妻を愛することができた。
作者の心のなかの迷いは消えた。しかし、皮肉にも、それにより願望の追
求と現実の対立という苦しみから生まれていたすぐれた文学も消えた。
プリシラの役割は良くも悪くもすべてを終わらせた。プリシラは、ホーソー
ンに対しても勝利したのである。
?
1　ホーソーンの描く黒髪の女性と金髪の女性については、多くの研究者
によって詳しく研究されてきた。Philip Rahv は、黒髪と金髪の女性に
ついて “[T]he two women stand to each other in the relation of the damned to 
the saved, so that inevitably the dark lady comes to a bad end while the blonde 
is awarded all the prizes―husband, love, and absolute exemption from moral 
guilt.” （Rahv, 30） と指摘する。また、Frederic I. Carpenter も “The maiden 
with blue eyes and blonde hair is invariably “innocent,” “good,” and “pure”; 
while the dark lady is “impetuous,” “ardent,” and “passionate.” ” （Carpenter, 
254） と指摘する。
2　ディムズデイルがホーソーンの分身である理由については、島田太郎「謎
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解き『緋文字』」から啓発された点が多いが、次のような理由からである。
 ホーソーンは、ディムズデイルには他の聖職者たちにはない能力がある
ことを語り手に次のように述べさせている。
　　　 All that [other clergymen] lacked was the gift that descended upon the 
chosen disciples, at Pentecost, in tongues of flame; symbolizing, it would 
seem, not the power of speech in foreign and unknown languages, but that of 
addressing the whole human brotherhood in the heart's native language. ...
　　　 Not improbably, it was to this latter class of men that Mr. Dimmesdale, by 
many of his traits of character, naturally belonged. To their high mountain-
peaks of faith and sanctity he would have climbed, had not the tendency 
been thwarted by the burden, whatever it might be, of crime or anguish, 
beneath which it was his doom to totter. It kept him down, on a level with 
the lowest; him, the man of ethereal attributes, whose voice the angels might 
else have listened to and answered! But this very burden it was, that gave 
him sympathies so intimate with the sinful brotherhood of mankind; so that 
his heart vibrated in unison with theirs, and received their pain into itself, and 
sent its own throb of pain through a thousand other hearts, in gushes of sad, 
persuasive eloquence.
　　　I, 141-142
 ディムズデイルには、ホーソーンが作家として求めていた能力があった。
そのためホーソーンの分身であると思われる。
3　島田太郎は、ホーソーンの心のなかでは、黒髪の女性に心の奥底では惹
かれる気持ちがあるが、その気持ちを彼の内なるピューリタンが抑圧し
ていると指摘する。島田、127 参照
4　ホールグレイヴは、アリス・ピンチョンについての伝記的な物語をフィー
ビィに語っている時に、話しに熱中するあまりに身振り手振りを交えて
語った。するとフィービィに催眠術がかかる初期段階の兆候が出る。ホー
ルグレイヴは後もう少し催眠術を強力にかければ、フィービィの心を完
全に支配できた。それは魅力的なことであったが、その誘惑を退ける。ホー
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ソーンは催眠術で相手の心を支配する行為もまた人間の心のなかを覗き
込む行為と同様に人間の心の神聖さを汚すものであると考えていた。
 ホーソーンは 1841 年 10 月 18 日に後に妻となるソフィア・ピーボディー 
への手紙で催眠術への嫌悪感を次のように述べている。
　　　 ... My spirit is moved to talk with thee to-day about these magnetic 
miracles, and to beseech thee to take no part in them. I am unwilling that 
a power should be exercised on thee, of which we know neither the origin 
nor consequence, and the phenomena of which seem rather calculated to 
bewilder us, than to teach us any truths about the present or future state of 
being. If I possessed such a power over thee, I should not dare to exercise it; 
nor can I consent to its being exercised by another. Supposing that this power 
arises from the transfusion of one spirit into another, it seems to me that the 
sacredness of an individual is violated by it; there would be an intrusion into 
thy holy of holies... 
　　　XV, 588
 ソフィアは、ホーソーンの考えを知ると、催眠術を使った治療を受ける
ことをやめている。
 Nathaniel Hawthorne, The House of the Seven Gables, A Norton Critical Edition, 
328 の註 7 参照
5　ホーソーンは、1841 年 10 月 27 日の The American Notebooks のなかで 
“To symbolize moral or spiritual disease by disease of the body; − thus, when a 
person committed any sin, it might cause a sore to appear on the body; − this to 
be wrought out.” と述べている。VIII, 222
6　本論におけるテキストからの引用はすべて Nathaniel Hawthorne. The 
Centenary Edition of the Works of Nathaniel Hawthorne. Eds. William Charvat, 
et al. Ohio: Ohio State University Press, 1964-1997. の全集からのものとし、
引用文末に巻数と頁数を記す。
7　島田は「ホーソーンは黒髪のミリアムに恋したドナテロの苦しみを見せ
しめのように描」いていると指摘する。島田、126 参照
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8　ホーソーンはブルック・ファーム滞在中、ソフィアに手紙を多く書いて
いる。そのなかに、ジャーナリストであり、女権拡張論者でもあったマー
ガレット・フラー（Margaret Fuller, 1810-50）について書かれているもの
がある。フラーはゼノウビアのモデルの一人と考えられている。
 1841 年 4 月 13 日にホーソーンはソフィアに次のように書いている。
　　　 Belovedest, I have not yet taken my first lesson in agriculture, as thou 
mayest well suppose―except that I went to see our cows foddered, yesterday 
afternoon. We have eight of our own; and the number is now increased 
by a transcendental heifer, belonging to Miss Margaret Fuller. She is very 
fractious, I believe, and apt to kick over the milk pail. Thou knowest best, 
whether, in these traits of character, she resembles her mistress. Thy husband 
intends to convert himself into a milk-maid, this evening; but I pray heaven 
that Mr. Ripley may be moved to assign him the kindliest cow in the herd―
otherwise he will perform his duty with fear and trembling. 
　　　・・・
　　　 Belovedest, Miss Fuller’s cow hooks the other cows, and has made herself 
ruler of the herd, and behaves in a very tyrannical manner. 
　　　XV, 526-528
 ホーソーンはフラーのことを牛を使って皮肉っているように思われる。
フラーのように自分の理想を追求する者は時に周りとの調和を乱すこと
があるとホーソーンは指摘したいのではないだろうか。ゼノウビアにも
ホリングズワースにもこれは見られる。
 しかし 1841年 4月 16日の手紙には次のような興味深いことも書いている。
　　　 Belovedest, the herd have rebelled against the usurpation of Miss 
Fuller’s cow; and whenever they are turned out of the barn, she is compelled 
to take refuge under our protection. So much did she impede thy 
husband’s labors, by keeping close to him, that he found it necessary to 
give her two or three gentle pats with a shovel; but still she preferred to trust 
herself to my tender mercies, rather than venture among the horns of the herd. 
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She is not an amiable cow; but she has a very intelligent face, and seems to 
be of a reflective cast of character. I doubt not that she will soon perceive the 
expediency of being on good terms with the rest of the sisterhood.
　　　XV, 531
 フラーに例えられた牛はやがては周りと協調することが得策だと気づく
と言う。
9  Richard Harter Fogle は、ゼノウビアのプリシラへの扱い方と、ブライズデ
イル共同体への姿勢がゼノウビアの資質を計る基準になっていると次の
ように指摘する。
　　　 Zenobia in The Blithedale Romance is tested by two moral touchstones, 
and she fails with both. One, the more important, is her treatment of the 
tender and sensitive Priscilla; the other is her attitude toward the Blithedale 
experiment. Both are good but vulnerable, and need kindly care to be 
preserved. 
　　　Fogle, 146
 さらに Fogle は、ゼノウビアがプリシラに冷たくした理由は、ホリング
ズワースがプリシラの方を好んでいることへの嫉妬だとしている。Fogle, 
146 参照
10  Fogle は、ゼノウビアの欠点は傲慢さ （hubris） であると指摘する。さら
に、 “She habitually demands of life more than it is able to give; and for this she 
eventually pays the penalty.” と述べる。Fogle, 145
11  Nina Baym は、“Unquestionably Hawthorne does not think of Zenobia as a 
feminist.” と述べている。Baym, 554
12  Hyatt H. Waggoner は、理念の追求にとりつかれているホリングズワース
の人間を見る見方を次のように指摘する。
　　　 He loves mankind in the abstract but not actual men. His flaw comes finally 
to reveal itself to Coverdale as spiritual pride, which blinds him to the real 
complexity and mixed nature of man and the world.
　　　Waggoner, 191
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13  McFarland, 83, 84 参照
14  ホーソーンはブルック・ファームに参加した当初は、美しい自然を見て
そこで生きることのすばらしさに感銘したようだが、やがてすぐに嫌
気がさす。ジョージ・スティルマン・ヒラード（George Stillman Hillard, 
1808-1879）には、1841 年 7 月 16 日の手紙で “You cannot make a silk purse 
out of a sow’s ear; nor must you expect pretty stories from a man who feeds 
pigs.”（XV, 550）と書いている。
15  ゾルダン・ハラスティは、リプリー夫人のことを「彼女は優れた教養と
非常な情熱の持ち主であって、その夫がもつ関心をすべて共有していた」
と述べる。ゾルダン・ハラスティ、18
16  ホリングズワースの性格を描写する上でモデルとなった人物は何人かい
たようだが、特にジョージ・リプリーがモデルではないかと言われている。
 ロバート・ゲイル、75-76 参照
 ジョージ・リプリーはホーソーンが共同体に不満をもっていることを知っ
て、重要な役職を与え、共同体につなぎとめようとした。Delano, 71 参照
17  Frederic I. Carpenter は、ホーソーンとメルヴィル（Herman Melville, 1819-
91）の描く金髪の女性たちを分析して、彼らの抱く理想を次のように指摘
する。
　　　 In their adoration of the blonde ideal of purity, they were Virgin worshipers, 
devout disciples of a past ideal, chivalrous gentlemen in quest of the Holy 
Grail. …
　　　 The ideal of purity, as Hawthorne realized, may best be symbolized by the 
figure of the Virgin.
　　　Carpenter, 269
18  カヴァデイルに影響を与えた人物については別の意見もある。William 
Bysshe Stein は、ウェスターベルト教授が、カヴァデイルを人間への信頼
を失わせ、高尚な理想に対しても懐疑的にさせる影響を与えたのだと述
べる。Stein, 127 参照
19  家庭的だが、芸術を理解できない女性は、ホーソーンの短編に出てくる。
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「美の芸術家」 （“The Artist of the Beautiful”, 1844） のアニー・ホーヴェン
デン（Annie Hovenden） がそうだ。ホーソーンの分身にも見えるオーエン・
ウォーランド（Owen Warland） は、唯一の理解者だと思っていたアニー
が芸術を理解できないことに気づき、絶望する。オーエンとアニーは結
ばれない。
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